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３． 高齢世帯の住宅・住環境に関する重点分析 

(1) 高齢世帯の居住する住宅の概要（住宅・土地統計調査） 

① 所有形態、住宅規模 

・ 高齢世帯の居住する住宅の所有形態については、「高齢夫婦」では「持家」の割合が高いのに対

して、「65歳以上の単身」では「借家」の割合が高くなる傾向がみられた。 

・ また、「借家」に居住する世帯の住宅規模は「持家」と比べて小さい。この傾向は「65歳以上の

単身」、「高齢夫婦」ともにみられた。 

 

図表－115 高齢世帯の居住する住宅の所有形態 

 

  

図表－116 高齢世帯の所有形態別の住宅規模 
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